
(2) 木材 ・ 薪 ・ 木炭 ・ その他(昭和 28 ・ 1 ・ 公示第 26 号)

E誤記トン数 20 t 以上の無古川、貨111に これら貨物を事故とし

て政載した場合の辺氏計算最低ト γ数はその特定ト ン数による。

(3) 坑木 ・ 新 ・ 木侠 ・ その他(昭和 28 . 1 公示第 27 号)

底開石炭111および石炭緩急車にこれら貨物を車扱としてíl'lll宣

したj易合の巡j主計1):最低 トン数はその特定ト γ数による。

事故貨物の運賃を算出するために用いられる重量はト γ単位

で，使用した貨111に際示してある際記 ト γ数によることが原則

とな っているが， 上記のように例外として特定の貨物に対して

は，使用貨111の僚記 ト γ数か ら所定のト γ数を俊除したものを

運賃計算最低ト ン数とする場合がある。

宅銀および小口数貨物の運賃も突重量によ って計算される。

ただし計1):の簡易化のため . 30 kg までのものは 30kg . 31kg 

以上のものはすべて 10kg ま でごとにその端数を切上げて主Iíl'l

を計おーする ことになっている。(f閣様子4ー)

うんちん し ょう かんさいけんのじこう 運賃償還債権の時

効 巡送染者と巡送委託者との聞のm権 ・ (立務は ， これを短期

間に確定させるため，運賃の請求権については民法第 174 条で

1 年の短期消滅l時効の規定があり，さ らにその他の巡送業者の

荷送人に対する位椛， および巡送業者の'j'(任につい ては商法

第 589 ・ 765 ・ 766 条で問機の事項を規定している。しかし，旅

行中止，五I!送品の託送I反消等から生じた旅客または荷主の述i互

tft;壁債権については， 民法および商法に特定のI珂文がないので ，

それらとの権衡上鉄道営業法第 14 条に 1 年の短期消滅時期J

が規定されたのて'ある。この時効の効力 ・ 中控訴 ・ 主文楽等につい

ては， 民法の定めるところによるのであって ， 当事者がこれを

援用した場合はその怠1):日にさかのぼって効力があり ， 時効の

罪1 1訟はあらかじめ放楽することはできない。 またi時効は515求 ・

差jlll ・ 仮差引11 または仮処分 ・承認等の lJj:"，l!によって中断すること

になっている(民法第 1 44 条以 F) 。ー----'ìlI! l互の償還。(小林正rl1liJ

うんちんせいきゅうけん 運賃請求権 巡送人が巡送契約上

引受けた巡送に対する報酬を，旅客 ・ 荷送人または荷受人に対

して請求し得る権利をし、う。運送契約は品Y負契約たる性質を有

しているので， 運送という仕事の完成によって運送人はこの際

利を当然にl附与する。しかし引受けたJill送品が不可抗力によっ

て滅失したときは，運送というイJ:!Jj:の完成がな L 、から運送人は

運賃請求僚を失うことになる(商法第 576 条第 l 項)。しかし五lí

送品がき倒して到着したときまたは延許したときは， 五Ií送とい

う仕事は不完全ではあるが完成しているから.ìlI!ぼ消求権を失

うものではない。また運送品がその性質もし くはきずまたは荷

送人の過失にもとづいて滅失したときは，そのJ口容は術送人の

負担に約するのが当然であるから.ìlI!送人l主辺氏の /diTIを訓求

することができる(尚法第 576 条第 2 .iJi) 。

つぎに五I!送人 f1ìllil'l請求権を荷送人に対して有するがI (!1j受

人が巡送JJI を受取ったときは.illi送人I主荷受人に対しても有する

ことになる(開法第 583 条第 2 lJ~ ) 。

運賃支払l時 JUJ は.illi送が祈れ契約たる性質上後払を原則とする

が，鉄道述送については特別の規定があ り，旅客は五lU'rを支払

い乗車券を受けなければ来事できない と L (鉄道営業法第 1 5

条).また荷送人は貨物託送の際原 ftl l として巡貨を支払うべきも

のと定めてい る(鉄道巡線規程第 54 条)。

巡11訪米Hi1は l 年の短期j時刻Jにより消滅する (商法ti1589 ・

567 条 ・ 民法白I~' 174 条)。

話芸考文献喜安{逃次自11箸鉄道運送法。問中誠二若商行為

法。(絵野勝三)

うんちんせいど 運賃制度 運送の対価である述貨の併成方

うんちんせい

法およひ.適用方法を定めた制度である。ìlI!:I'iは巡送事E託者であ

る旅客または荷主と巡送業者である鉄道 ・ 軌道との間に運送契

約を結び，巡送業者の提供する巡送と L 、う給付に対して迎送委

託者から支払う対1田iであるが，一口に巡送といっても旅客と 貨

物とでは運送の方法も奥なっており ，また同じ旅客または貨物

であっても五lí送条件とか運送態械がそれぞれ異なっているので，

運賃制度もこれに応じていろいろに定められている。

l 旅客迎:It制度

鉄道 ・ 軌道の普通旅客五mは対キ ロ制， 区間制および均一~LïJ

の 3 極に大別することができる。対キロ 制は 1km 当りの 11率

を定め，これに乗車キロを乗じて計算ーした全額を旅客ìlI!l"~とし

て収受する刀法である。国鉄はもちろん一般の地方鉄道 ・ 軌道

こおいてもこの制度を係府しているものが最も多い.ただ国鉄

とか比較的長い営業キロをもっている一郎の地方鉄道ではこの

対キロ制において ， 遠距離となるほ ど 1km 当り貨準が漸滅 し

てゆく遠距総逓減伽lを加味した運賃制度を係用しているが，こ

の方法による場合でも一般に対キ ロ制運賃制度といわれている。

区間制とは問一線上にある営業路線を 2 以上の述1'(区間に分

割して. 1 区迎i主 ・ 2 区迩11 . 3 区運賃と いうように各区の巡
貨を定める方法である。現在この制度を採用しているのは， 地

方鉄道や軌道の一部であって， 主として平内で乗車券を発売す

る都市近郊電鉄において採用している制度である。なお，この

区間制五mにも 1 区 1 0 円 ・ 2 佐 20 円 ・ 3 区 30 円というように
累加法を用いているものと. 1 区 13 円 ・ 2 区 25 円 ・ 3 区 35 円

というように遠距離逓減法を用いているものとがある。

均一制は梁111 キ ロ の長短に関係なく 1 来事の辺氏を均一に定

める制度であって， 大都市の'tt1ヰ1 (電気軌道)の巡1lがこの制度

こよっている。しかしひとしく均一制といっても 6 大都市抵の

五I!氏のように . 1 五lí'l反系統を采JjIするごとに均一五mを収受す

るもの(采切り f凶)と巡転系統に関係なく乗換を認めるもの(築

後制)とがある。

定期i旅客巡1~は一定の区間を通勤 ・ 通学:その他のJIl務のため

毎日梁JjIしようと する旅客に対して適用するもので，その極鎖

は衿通定期 ・ 通勤定期 ・ 通学定期 ・ 通勤通学定期]および全線定

期]の 5 邸主iiに分れている。 tY通定期旅客主1i1'tは無条件で一般旅

客に対して適mするものであるが，通勤定期旅客五I!貨およびi通

学定期旅客巡貨は， 通勤および通学の事~を証明した旅客にか

ぎって適則する。 通勤通学定期i旅客五li:I'ì:および全線定期旅客運

賃は地方鉄道 ・ 軌道のー部に設けられているもので， 前j者は適

切~ITiE IV IfIIおよひ1菌学在 lリ13をあわせて提出した勤労学生に対し，

後者は均一制全区間を手11mする一般旅客に対してそれぞれ適用

する五lU'tである。

定期采11 t 券のjj]j}ì])討j聞は 1 r箇月 ・ 3 箇月または 6 筒月等とな

っている。

回数旅客五mは一定の区聞をしばしば来事しようとする旅客

こ対して適ITJするもので， その述t'ìは 11 枚綴 りで lO 枚分運賃，

または 22 枚綴 りで 20 枚分述貨のものがJik も多い。国鉄では東

京都区内とか'fIrJ!i環状線内など一部のr~間に均一制の回数旅客

運賃を設けているほか(1. 上記の制度によるìlI!\立を適用するこ

ととしている。なお地方鉄道 ・ 軌道の回数旅客述貨は， 普通旅

客述伐と同じ く 対キロ 制 ・ 区 11111例および均一制となっている。

日H本旅客足]ü'(は一定数の旅客が一回となって等級 ・発着駅 ・

目的等を同じくして旅行する場合に適用するものであって，あ

らかじめ鉄道 ・軌道の承認を受けたものにかぎって適用するも

ので，これには普通団体と学生団体の 2 極類がある。その制引

率は各鉄道 ・ 軌道によって必ずしも一様ではないが，間体人員
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